
技術課題ア－②-(1) 周辺環境の3Dモデルの構成技術

技術課題ア－②-(2)レイトレーシングレイヤにおける
動的環境の伝搬モデルの構成技術

電波模擬システムに入力する周辺環境モデルを構築す
るため，周辺環境の幾何データ (ポイントクラウド)や
周辺物体材質等のパラメータを取得する技術を確立す
る
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ITS環境等，歩行者や車両等が存在する環境の動的環境モデルを構築し，
レイトレーシングシミュレーションを行う技術を構築する事で，動的
環境での伝搬チャネルを再現可能なモデリング技術を確立する。

＜主な研究課題＞
動的環境では，歩行者や車両等の移動物の影響により伝搬チャネル
が変動する．本研究課題では，Lidar, ステレオカメラにより環境内
の移動物を検出し，電波エミュレータにインポートする手法を確立
する．
状況が刻々と変化する動的環境において，伝搬チャネルの変動特性
を高速に計算できる伝搬シミュレーション手法を確立する．
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黒板，ドア(本体)，金属の入った床等は高

透磁率建材として分類できる

他材質は誘電率に基づき分類する

＜主な研究課題＞
レーザスキャナによる計測では，1つの計測ポイントか
らの測定では，データを得られない影領域が発生する．
本研究内容では複数のポイントで計測したデータを統
合し，高精度の幾何データを取得する手法を確立する．
建材の電波反射特性等を明らかにするため，反射電力
法に基づく透磁率・誘電率計測システムを構築．屋内
環境で計測を行い，主要な建材の物性パラメータを計
測し電波エミュレータに入力するための分類を行う．

建材の分類結果
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ユーザ位置検出結果
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